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副
題
に
「
ア
メ
リ
カ
黒
人
に
よ
る
、
民
主
党
の
新
た
な
奴
隷
農
場

か
ら
の
独
立
宣
言
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
民
主
党
の
福
祉

政
策
に
取
り
込
ま
れ
、
自
立
で
き
な
い
黒
人
の
覚
醒
を
訴
え
る
政
治

評
論
家
、黒
人
女
性
の
著
書
で
あ
る
。「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」は
本
来
、

停
電
、
停
止
な
ど
を
意
味
す
る
が
、
左
派
、
リ
ベ
ラ
ル
メ
デ
ィ
ア
が

作
り
上
げ
た
〝
黒
人
差
別
〟
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
ま
ず
ボ
イ
コ
ッ
ト
、

黒
人
が
被
害
者
意
識
に
囚
わ
れ
て
い
る
〝
奴
隷
農
場
〟
か
ら
脱
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
二
重
の
意
味
を
込
め
て
い
る
。
黒
人

で
、
女
性
の
保
守
派
か
ら
の
告
発
と
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
時

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
・
リ
ス
ト
に
も
入
っ
た
。
日
本
で
は
二
〇
二
二
年
四

月
下
旬
に
翻
訳
本
が
発
売
さ
れ
た
も
の
の
、
人
種
問
題
が
身
近
な
問

題
で
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
認
知
度
が
今
一
つ
。
だ
が
、
著
者
は
黒

人
問
題
を
通
し
て
過
激
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
左
翼
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
や
民
主
党
の
福
祉
政
策
、
さ
ら
に
リ
ベ
ラ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
の
偏
向

を
鋭
く
抉
っ
て
お
り
、
日
本
で
も
強
ま
っ
て
い
る
左
派
、
リ
ベ
ラ
ル

の
波
に
対
す
る
警
告
と
な
っ
て
い
る
。
我
那
覇
真
子
訳
、
福
島
朋
子

共
同
訳
、
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
モ
ー
ガ
ン
監
訳
も
分
か
り
や
す
い
。

●
福
祉
は
充
実
し
た
が
…

著
者
は
、
ま
ず
、
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
が
署
名
し
た

「
一
九
六
四
年
の
公
民
権
法
」
と
「
一
九
六
五
年
の
投
票
権
法
」
を

境
に
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
は
抑
圧
さ
れ
て
い
た
時
代
に
別
れ
を
告

げ
、
自
由
と
可
能
性
を
追
求
す
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
の
世
界

キ
ャ
ン
デ
ィ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
ズ
著

『
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
』（
方
丈
社
）
を
読
む

石

川

弘

修

（
元
読
売
新
聞
編
集
局
総
務
・
元
読
売
ア
メ
リ
カ
社
社
長
）
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に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
必
ず
し

も
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
展
開
を
取
り
上
げ
る
。
現
実
に
は
、
ジ
ョ

ン
ソ
ン
大
統
領
の
「
偉
大
な
社
会
」
以
降
の
貧
困
層
に
対
す
る
政
府

給
付
金
な
ど
福
祉
政
策
の
充
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
白
人
と
の
格
差

を
縮
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
シ
ン
ク
タ
ン

ク
の
米
経
済
政
策
研
究
所
（
Ｅ
Ｐ
Ｉ
）
が
二
〇
一
八
年
、
黒
人
の
置

か
れ
た
生
活
環
境
を
六
〇
年
代
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
時
代
と
対
比
し
た
調

査
に
よ
る
と
、
⑴
教
育
環
境
は
格
段
に
向
上
し
た
が
、
白
人
と
の
教

育
レ
ベ
ル
に
は
依
然
差
が
あ
る　

⑵
黒
人
の
失
業
率
は
白
人
の
約
二

倍
、
貧
困
率
は
白
人
の
二
・
五
倍
で
あ
る　

⑶
黒
人
の
住
宅
所
有
率

は
四
十
％
強
で
、
白
人
と
は
三
十
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
る　

⑷
黒
人

受
刑
者
は
こ
の
五
〇
年
の
間
に
三
倍
増
え
、
白
人
受
刑
率
の
六
倍
以

上
と
な
っ
て
い
る
。

「
民
主
党
は
、
さ
ら
な
る
法
律
、
よ
り
大
き
な
連
邦
政
府
や
国
家
権

力
の
関
与
が
答
え
だ
と
強
調
す
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
だ
。
米
社
会

の
構
造
的
抑
圧
か
ら
く
る
問
題
で
は
な
い
。
私
た
ち
自
身
が
解
決
し

よ
う
と
し
な
い
限
り
、
非
効
率
で
国
民
の
軛
に
な
っ
て
い
る
政
府
に

解
決
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
黒
人
が
被
害
者
意
識
を
捨
て
去
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」。
著
者
の
答
え
は
明
快
だ
。

黒
人
が
抱
え
る
最
大
の
重
荷
は
、
黒
人
の
七
十
五
％
が
父
親
不
在

で
育
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
事
実
は
、
低
所
得
に
陥
る
可
能
性

や
、
犯
罪
率
、
検
挙
率
の
高
さ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
黒
人
社
会
に
悪

影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
政
府
の
統
計
に
よ
る
と
、
一
九
六
三
年

に
は
非
白
人
の
七
十
二
％
の
家
族
が
結
婚
し
て
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
七
年
に
な
る
と
、
そ
の
数
字
が
ほ
ぼ
逆

転
し
て
、
結
婚
し
て
い
る
黒
人
世
帯
の
わ
ず
か
二
十
七
％
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
五
十
四
年
の
間
に
、
結
婚
し
て
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る

黒
人
家
族
の
割
合
は
四
十
五
ポ
イ
ン
ト
も
落
ち
込
ん
で
い
る
。
一

方
、
結
婚
し
て
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
白
人
家
庭
の
割
合
も
八
十
九

％
か
ら
三
十
八
ポ
イ
ン
ト
も
落
ち
込
ん
だ
が
、
そ
れ
で
も
五
十
一

％
（
二
〇
一
七
年
）
を
維
持
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
驚
く
べ
き
統

計
は
、
黒
人
の
未
婚
男
性
の
多
さ
だ
。
一
九
六
〇
年
、
十
五
歳
以
上

の
未
婚
白
人
男
性
は
二
四
・
四
％
、
黒
人
男
性
は
三
三
・
一
％
だ
っ
た

が
、二
〇
一
七
年
に
な
る
と
、白
人
男
性
未
婚
率
三
三
・
一
％
に
対
し
、

黒
人
男
性
の
そ
れ
は
五
一
・
九
％
と
二
十
ポ
イ
ン
ト
近
い
差
が
生
じ

て
い
る
。

こ
れ
は
、
黒
人
家
庭
の
父
親
不
在
率
の
高
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
く

る
。
黒
人
で
、
ラ
ジ
オ
番
組
の
司
会
者
、
作
家
で
あ
る
ラ
リ
ー
・
エ

ル
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
家
庭
に
お
け
る
父
親
不
在
は
、
人
生
で
の
失
敗

を
予
測
す
る
最
大
の
指
標
だ
と
指
摘
す
る
。
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
ブ
ル
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ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
育
て

ら
れ
た
子
供
は
、
学
校
で
の
成
績
、
社
会
性
や
情
緒
の
発
達
、
健
康
、

仕
事
で
の
成
功
な
ど
、
人
生
に
お
け
る
様
々
の
場
面
で
、
悪
い
結
果

を
出
す
傾
向
に
あ
る
。
特
に
、
子
供
の
実
の
父
親
で
は
な
い
ボ
ー
イ

フ
レ
ン
ド
と
同
棲
中
の
母
親
の
家
庭
で
は
、
虐
待
や
育
児
放
棄
に
あ

う
危
険
性
、
子
ど
も
自
身
が
十
代
の
親
に
な
る
可
能
性
、
そ
し
て
高

校
や
大
学
を
卒
業
で
き
な
い
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
父
親
の
い

な
い
家
庭
で
育
っ
た
黒
人
の
子
供
た
ち
は
、自
身
が
成
長
し
た
時
に
、

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
を
そ
の
ま
ま
再
現
す
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
政
府
は
将
来
的
に
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
、
父
親
の
い

な
い
黒
人
の
子
供
た
ち
の
保
護
、
教
育
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

黒
人
に
力
を
与
え
、
白
人
と
黒
人
の
間
の
貧
富
の
差
を
埋
め
る
た

め
に
行
わ
れ
た
は
ず
の
政
府
、
特
に
民
主
党
政
権
の
福
祉
重
視
政
策

は
、
黒
人
や
貧
困
家
庭
に
「
魚
を
与
え
る
こ
と
は
し
て
も
、
魚
を
釣

る
方
法
を
教
え
な
か
っ
た
」。
こ
の
結
果
、
実
際
に
は
逆
に
貧
富
の

差
を
さ
ら
に
広
げ
た
だ
け
で
な
く
、
国
庫
に
多
大
な
る
負
担
を
か
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
福
祉
は
、
国
家
予
算
の
中
で
最
大
の
支
出
で
あ

り
、
年
間
一
兆
ド
ル
を
費
や
し
て
い
る
。
日
本
も
例
外
で
は
な
い
。

予
算
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
を
し
め
る
最
大
支
出
で
あ
る
。
福
祉
政
策
の

背
景
に
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
が
側
近
に
漏
ら
し
た
よ
う
に
「
当

分
の
間
、黒
人
票
を
取
り
込
め
る
」
と
い
う
民
主
党
の
政
略
が
あ
る
、

と
著
者
は
指
摘
す
る
。

●
「
人
種
差
別
が
黒
人
犯
罪
増
に
」
は
虚
構

黒
人
に
対
す
る
、
警
察
の
残
虐
行
為
に
は
人
種
差
別
が
あ
る
、
と

リ
ベ
ラ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
は
批
判
す
る
。
し
か
し
、
黒
人
で
、
ラ
ジ
オ

番
組
の
司
会
者
、
作
家
で
あ
る
ラ
リ
ー
・
エ
ル
ダ
ー
は
、「
リ
ベ
ラ

ル
が
作
り
上
げ
た
物
語
だ
」
と
き
っ
ぱ
り
否
定
す
る
。
エ
ル
ダ
ー
に

よ
る
と
、
シ
カ
ゴ
で
は
殺
人
事
件
の
七
十
％
が
黒
人
同
士
の
殺
し
合

い
だ
と
い
う
。
最
近
、
年
間
で
九
百
六
十
五
人
が
警
官
に
撃
た
れ
た

が
、
そ
の
う
ち
白
人
警
官
が
武
器
を
携
行
し
て
い
な
い
丸
腰
の
黒
人

を
撃
っ
た
事
件
は
四
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

二
〇
二
〇
年
五
月
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
で
黒
人
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ロ
イ

ド
が
白
人
警
察
官
に
殺
害
さ
れ
た
事
件
は
、
日
本
で
も
テ
レ
ビ
な
ど

で
広
く
報
じ
ら
れ
た
が
、
実
体
は
Ｂ
Ｌ
Ｍ
（
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・

マ
タ
ー
、
黒
人
の
命
は
大
切
だ
）
な
ど
の
運
動
家
と
メ
デ
ィ
ア
が
一

体
と
な
っ
て
極
端
な
物
語
に
仕
立
て
上
げ
た
も
の
だ
。
携
帯
電
話
で

録
画
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
流
さ
れ
た
場
面
は
、
警
察
官
の
膝
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で
首
を
地
面
に
押
さ
え
つ
け
ら
れ
た
フ
ロ
イ
ド
が「
息
が
で
き
な
い
」

と
訴
え
て
い
る
。
数
分
後
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
死

亡
が
確
認
さ
れ
た
。
警
官
の
対
応
が
全
米
で
問
題
と
な
り
、
事
件
の

四
日
後
と
い
う
速
さ
で
警
官
は
逮
捕
さ
れ
た
。
Ｂ
Ｌ
Ｍ
やA

ntifa

（
ア
ン
テ
ィ
フ
ァ
、
反
フ
ァ
シ
ス
ト
や
反
人
種
差
別
主
義
の
左
翼
政

治
運
動
））
な
ど
の
活
動
家
グ
ル
ー
プ
は
、
事
件
の
舞
台
と
な
っ
た

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
暴
動
を
起
こ
し
、
町
は
火
の
海
と
な
っ
た
。
全
国

の
運
動
家
が
呼
応
し
、
全
国
の
主
要
都
市
が
火
に
包
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
騒
動
の
中
で
、
フ
ロ
イ
ド
自
身
が
ド
ラ
ッ
グ
の
常
習

者
で
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
社
会
を
脅
し
続
け
て
き
た
犯
罪
は　

か
き
消

さ
れ
た
。
事
件
当
日
も
、
フ
ロ
イ
ド
は
モ
ル
ヒ
ネ
の
五
十
～
一
〇
〇

倍
の
効
力
を
持
つ
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
を
摂
取
し
て
い
た
。
命
取
り
に
な

り
か
ね
な
い
ド
ラ
ッ
グ
だ
。
押
さ
え
つ
け
ら
れ
る
前
か
ら
「
息
が
で

き
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
姿
が
ビ
デ
オ
に
映
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

事
実
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
左
派
・
リ
ベ
ラ
ル
な
テ
レ
ビ
、
新

聞
は
フ
ロ
イ
ド
を
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
祀
り
上
げ
た
。
一

方
で
無
視
さ
れ
た
の
が
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
警
察
を
退
職
、
質
屋
の
警

備
を
担
当
し
て
い
た
七
十
七
歳
の
黒
人
、
デ
ビ
ッ
ド
・
ド
ー
ン
が
殺

害
さ
れ
た
事
件
だ
。
町
の
暴
動
で
担
当
の
店
が
略
奪
さ
れ
て
い
る
の

を
知
り
、
出
動
し
た
が
、
す
で
に
店
内
に
い
た
黒
人
強
盗
に
撃
た
れ
、

死
亡
し
た
。
運
動
家
や
メ
デ
ィ
ア
が
無
視
し
た
の
は
、「
黒
人
が
黒

人
に
殺
さ
る
の
は
珍
し
く
な
い
か
ら
だ
」
と
い
う
。
フ
ロ
イ
ド
が
ア

メ
リ
カ
黒
人
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
祭
り
上
げ
ら

れ
る
一
方
で
、
立
派
に
生
き
て
き
た
老
人
の
ド
ー
ン
は
、
メ
デ
ィ
ア

か
ら
無
視
さ
れ
、警
察
へ
の
反
感
が
強
ま
る
中
で
打
ち
捨
て
ら
れ
た
。

こ
の
メ
デ
ィ
ア
の
不
当
な
差
別
こ
そ
著
者
の
怒
り
に
火
を
つ
け
、
執

筆
に
駆
り
立
て
た
動
機
の
一
つ
で
あ
る
と
、著
者
は
述
懐
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
民
主
党
指
導
者
た
ち
は
警
察
予
算
の
削
減
に
動
き
、
実

際
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
や
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は

二
〇
二
〇
年
、
予
算
削
減
措
置
を
取
っ
た
。
し
か
し
、
逆
に
町
の
治

安
が
乱
れ
、
犯
罪
が
増
加
す
る
の
を
目
に
し
て
、
予
算
復
活
措
置
が

取
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

●
魔
女
狩
り
化
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動

男
女
間
の
機
会
均
等
を
求
め
て
、
つ
つ
ま
し
や
か
に
始
ま
っ
た

「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
運
動
は
、
そ
の
後
意
味
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
今
や
左
翼
の
お
も
ち
ゃ
で
あ
り
、
現
代
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、

す
べ
て
の
男
性
に
対
す
る
魔
女
狩
り
の
前
触
れ
の
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
一
八
年
以
降
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
体
験
を
共
有
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す
る
〝#M

eT
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〟（
私
も
、
を
意
味
す
る
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付
し

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
用
語
）
運
動
に
火
が
付
き
、
左
派
は
国
民
を
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
と
反
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
二
分
す
る
の
に
全
力
を
尽
く
し
て
き
た
。

左
派
の
魔
女
狩
り
の
対
象
に
な
っ
た
の
が
、
二
〇
一
八
年
七
月
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
か
ら
連
邦
最
高
裁
判
所
陪
席
判
事
に
推
薦
さ
れ
た
ブ

レ
ッ
ト
・
マ
イ
ケ
ル
・
カ
バ
ノ
ー
氏
だ
。
一
九
八
二
年
の
夏
、
十
七

歳
だ
っ
た
カ
バ
ノ
―
氏
は
、
あ
る
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
に
招
か
れ
、
そ

こ
で
出
会
っ
た
当
時
十
五
歳
の
女
性
に
対
し
、
カ
バ
ノ
ー
氏
が
、
暴

力
行
為
を
働
い
た
と
の
告
発
を
受
け
た
。
結
局
、
告
発
は
証
明
さ
れ

ず
に
終
わ
っ
た
が
、
告
発
し
た
女
性
は
民
主
党
員
で
あ
り
、
左
派
運

動
家
と
し
て
カ
バ
ノ
ー
氏
を
貶
め
、
連
邦
最
高
裁
判
事
指
名
を
つ
ぶ

す
強
い
動
機
が
あ
っ
た
。

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
人
種
差
別
な
ど
が
リ
ベ
ラ
ル
過

激
派
の
政
治
目
的
に
悪
用
さ
れ
る
と
、
す
べ
て
の
問
題
の
責
任
は
外

部
に
あ
り
、
個
人
の
努
力
や
責
任
は
棚
上
げ
と
な
る
。
こ
の
著
書
の

中
で
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
ズ
氏
は
大
学
在
学
中
に
犯
し
た
自
ら
の
過
ち
を

告
白
し
て
い
る
。
限
界
を
越
し
た
飲
酒
の
た
め
、
素
面
な
ら
絶
対
関

わ
ら
な
い
男
性
と
関
係
を
も
っ
て
し
ま
っ
た
。#M

eT
oo

運
動
が

広
が
っ
て
い
た
ら
、自
分
も
被
害
者
だ
と
申
し
立
て
て
い
た
だ
ろ
う
。

時
代
が
違
っ
て
い
た
の
が
幸
い
だ
っ
た
の
か
、
自
ら
の
非
を
認
め
る

こ
と
が
出
来
た
、
と
著
者
は
振
り
返
っ
て
い
る
。

●
メ
デ
ィ
ア
に
振
り
回
さ
れ
る
な

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
推
進
の
運
動
は
、
子
ど
も
に
自
分
の
性
を

選
ば
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
生
物
学
は
嘘
と
し
て
、
男
は
女
に
な
れ

る
し
、
女
は
男
に
な
れ
る
と
唆
し
て
い
る
。
子
供
が
手
術
を
受
け
、

自
分
の
身
体
を
切
断
す
る
事
態
ま
で
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
大
人
は

テ
レ
ビ
を
見
て
誑
か
さ
れ
、
親
た
ち
は
公
認
し
て
い
る
が
、
こ
の
推

進
派
の
運
動
は
本
当
に
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
ゲ
イ
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
、

バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
の
存
在
自
体
は
問
題
と
は
思
わ
な
い
が
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
し
て
広
め
る
こ
と
は
別
で
、
大
問
題
だ
。
子
供
た
ち
に
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
な
る
こ
と
を
ク
ー
ル
だ
と
吹
き
込
ん
だ
り
、

漫
画
に
入
れ
て
み
た
り
す
る
。昔
か
ら
あ
る
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
は
、

「
こ
の
登
場
人
物
は
ゲ
イ
で
し
た
」
と
し
て
、
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
書
き
換
え
た
り
す
る
が
、
こ
れ
は
過
激
派
の
隠
さ
れ
た
意
図
と
思

わ
れ
る
。

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
端
を
発
し
て
、
そ
の
後
過

激
な
運
動
に
拡
大
、
発
展
し
た
ポ
リ
コ
レ
（
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ

ク
ト
ネ
ス
）、
そ
し
てw

okeness

（
ウ
ォ
ー
ク
ネ
ス
、
目
覚
め
た
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高
い
意
識
）
等
々
、
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る
過
激
な
リ
ベ
ラ
ル
運
動

に
は
、
さ
す
が
に
民
主
党
穏
健
派
も
愛
想
が
尽
き
た
の
か
。
今
や
伝

統
的
な
民
主
党
員
に
は
行
き
場
が
な
く
な
り
、〝
難
民
化
〟
が
始
ま

っ
て
い
る
、
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

著
者
に
映
る
の
は
、
人
生
を
メ
デ
ィ
ア
が
描
い
た
シ
ナ
リ
オ
通
り

に
歩
ま
さ
れ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
だ
。
人
生
の
道
筋
に
誰
か
が
あ

ら
か
じ
め
灯
り
を
灯
し
て
、
あ
あ
し
ろ
、
こ
う
し
ろ
、
と
誘
導
し
て

い
る
。
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
シ
ナ
リ
オ
を
、
こ
の
〝
偽
の
灯
り
〟
を
ま

ず
消
し
て
、〝
ボ
イ
コ
ッ
ト
〟
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
特
に

標
的
と
さ
れ
て
い
る
黒
人
は
、
こ
こ
か
ら
脱
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
世
界
に
対
し
て
受
け
身
で
生
き
る
の
で
は
な
く
、
自
分
が
世
界

に
対
し
て
能
動
的
に
関
わ
っ
て
生
き
な
け
れ
ば
、
と
訴
え
る
女
史
。

言
っ
て
み
れ
ば
、「
自
分
の
人
生
の
運
転
席
に
は
自
分
が
座
っ
て
い

る
、
と
自
覚
す
る
と
こ
ろ
か
ら
ど
ん
ど
ん
力
が
湧
い
て
く
る
」
と
著

者
は
力
説
す
る
。

一
九
八
九
年
生
ま
れ
の
黒
人
女
性
活
動
家
は
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や

大
学
、
或
い
は
ネ
ッ
ト
で
の
討
論
活
動
を
通
し
て
過
激
化
し
た
リ
ベ

ラ
ル
な
社
会
運
動
や
主
流
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
批
判
の
ト
ー
ン
を
一

段
と
強
め
て
い
る
。
社
会
潮
流
の
潮
目
の
変
化
を
も
た
ら
す
か
も
し

れ
な
い
。 

（
了
）


